
 
 
 
 
 

 
  

 

佐倉市では、ロシアの軍事侵攻により、ウクライナから避難されてきた世帯の支援を行う、と表明しています。 

具体的には市営住宅による受入れ、相談応対、ことばの支援、子育て支援、暮らしの支援など、ウクライナから避難

された方が安心して暮らせるよう様々な支援を行います。 

そこで佐倉国際交流基金は以下の３つの事項を行う準備を進めております。 

 

① 相談窓口の設置 
② ことばの支援 
③ 暮らしの支援 

 

６月現時点では、避難民の受

け入れは、まだありません

が、ロシア語、ウクライナ語

に精通されている方がおら

れましたら是非ご連絡下さ

い。 

 

ウクライナの避難民だけで

はなく、在留外国人の支援に

ご協力頂ける方は SIEF のホ

ームページよりボランティ

ア登録をお願い致します。 

 

 
 
 

 
電話、面談による相談を受け付けています。行政などの依頼を受けて、相談員と登録ボランティアが行政や他の外

国人支援団体などと協力して、外国人に対する直接支援活動を実施しています。 

  スペイン語・英語・中国語   時間：10:00～16:00  場所：事務局 他 

※ 事前の予約は、事務局まで（電話・FAX 043-484-6326 メール info@sief.jp） 

【例】 幼稚園、小中高の保護者面談の通訳、市役所の同行など、その他 

周りにお困りの外国人住民の方がおられましたら、SIEF までご相談ください。 
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外国人のための生活相談 

 
 ウクライナからの避難民への支援準備をはじめています 

５年前の約 1.4 倍 佐倉市在住の外国の方は増えています! 



  日本語講座 AIUEさくらの受講生からのお便り 

この春、二人の外国出身の女子中学生が見事、日本の公立高校に合格しました。  

中国出身の高睿雯（こうえいぶん）さんとネパール出身のサルマ・スプリヤさんです。 

二人は日本の中学で勉強する傍ら、SIEF の日本語講座で日本語を学んでいました。  

ともに、来日後、3 年前後での合格という快挙です。 

そこでお二人に合格の喜びや将来の夢について、作文を書いていただきました。  

お二人の今後の活躍を期待しています。     （日本語講座運営委員長 今村公蔵） 



佐倉市国際文化大学公開講座  

新しいカタチへ！佐倉国際スピーチコンテスト開催決定  

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
２０２２年度佐倉市国際文化大学第 1 回公開講座が、6 月 18 日（土）に佐倉市民音楽ホールで開催されました。 

～言葉と文字と絵の怪しい関係～『Artdirection,Graphicdesign,Typography』という特異な分野の講演テーマで、アートディレ

クターの浅葉克己先生にご登壇いただきました。 

今年度もコロナ禍未だ収束には至っておりませんが、浅葉先生の演題に係る珍しいスライドとユニークな話術を交えての講演に来

場した約 170 人の受講者は、緊張感に包まれながら聴き入りました。講義終了後は、受講者からの多くの質問にもお答えいただき、

最後は卓球 6 段の腕前を以て客席に対しラケットによるピンポン球の投げ入れといったパフォーマンスで聴衆を魅了した 2 時間で

した。本年度第 2 回公開講座は、下記を予定しております。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２２年１０月２３日（日）１０時～１６時 ミレニアムセンター佐倉 
 今年度の佐倉国際スピーチコンテストは「みんなでつくる英語発表会！」という

テーマを掲げ、新しいカタチに変わります。 

具体的には 

１．参加者の年齢制限なし （幼児～シニアまで可） 

２．英語スピーチの内容は自由 

３．表彰方法を広く楽しく 

詳細・応募要項は SIEF ホームページにて 

 

イングリッシュサロン 

◇◆次回予告◆◇ 佐倉市国際文化大学 公開講座 

開催日時： 2022年 9月 17日（土）13:30～15:30 

会  場： 佐倉市民音楽ホール 

参 加 費： 無料 

内  容： 「中国社会の本質を衝く」 

講師 阿古 智子氏（東京大学大学院総合文化研究科 教授） 

申し込み： 要 先着 200名 （SIEFホームページから） 
6月 18日公開講座 浅葉克己先生 ご登壇の様子 

国際相互理解推進事業の一つであるイングリッシュサロン。

大人の知的交流の場として月１回、年１０回開催し今年度は

８クラス計８２名の方が参加されております。 

コロナが収束に向かいつつある中、感染予防対策を取りなが

らも Face to Face (会って話をする)コミュニケーションの

機会を大切にされています。 

参加メンバーが自分の意見を英語で発表する時間は緊張も混

じりながらも Damien 先生、Jaen 先生筆頭に明るく元気な声

が教室から聞こえてきます。 

外国人のための日本語講座 

市内に在住・在勤・在学で日本語を学びたい外国人のために、 

日本語講座を開講しています。 

【おとな向け 初級・入門・中級】 

◆志津コミュニティーセンター毎木曜日（午前・午後） 

 ※木曜午後はベビーシッターによる子守り制度有 

◆ミレニアムセンター佐倉 毎金曜日（夜）/隔週土曜日 

◆佐倉中央公民館 毎日曜日（午前） 

【小中学生向け AIUE さくら】 

◆志津公民館 毎水曜日（夕方） 

◆千代田染井野ふれあいセンター 毎土曜日（午前） 

２年ぶりに「日本語講座のつどい」を開催 

決定！外国人受講生が各国の文化を紹介し 

交流するインターナショナルイベントです。 

日本語講座のつどい 

１１月２０日（日）開催！ 

佐倉スピコン 

応募は８月２２日～９月１６日まで。お孫様とご家族とペア出場可。みなさまのご参加お待ちしております。 



ご 案 内   
 
◇国立歴史民俗博物館 
【国際企画展示】 
「加耶－古代東アジアを生きた、ある王国の歴史－」 
2022 年 10 月 4 日（火）～12 月 11 日（日） 
【第３展示室特集展示】 
「水滸伝ブームの広がり」 
2022 年 8 月 3 日（水）～9 月 4 日（日） 
「印籠とたばこ入れ」 
2022 年 10 月 25 日（火）～12 月 4 日（日） 
【第４展示室特集展示】 
「亡き人と暮らす－位牌・仏壇・手元供養の歴史と民俗－」 
2022 年 3 月 15 日（火）～9 月 25 日（日） 
【くらしの植物苑特別企画】 
「伝統の朝顔」 
2022 年 8 月 3 日（水）～9 月 4 日（日） 
「伝統の古典菊」 
2022 年 11 月 1 日（火）～11 月 27 日（日） 

 

 
◇ＤＩＣ川村記念美術館 

 

「カラーフィールド 色の海を泳ぐ」 

期  間：2022 年 3 月 19 日(土) － 9 月 4 日(日) 

開館時間：9:30－17:00（入館は 16:30 まで） 

休館日 ：月曜日（ただし 7 月 18 日（月祝）は開館、7 月 19 日(火)休館） 

 

 

 

事業・収支報告  
 
１ 国際相互理解推進事業        ３ 外国人支援事業 

○公開講演会              ○外国人のための日本語講座 

○佐倉市国際文化大学          ○外国人のための生活相談         

○佐倉国際スピーチコンテスト     ４ その他附帯事業 

○イングリッシュサロン         〇国際交流ボランティア活動 

２ 国際交流活動支援事業         〇後援事業 

〇国際交流団体へ助成          〇国際交流活動等情報提供       

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 公益財団法人 佐倉国際交流基金 事務局 (SIEF) 関口・村瀬・古澤 

〒285-0025 佐倉市鏑木町 198 番地 2 レインボープラザ佐倉 2F 

電話・Fax 043-484-6326（月～金 9:00～17:00）HP: http://www.sief.jp    Email:  info@sief.jp 

＊開館時間・休館日等、最新情報はホームページ等でご確認ください。 

 れきはくホームページ https://www.rekihaku.ac.jp 

「黄糸柳葉紅細切采咲牡丹」 

＊最新情報は DIC川村記念美術館 HPでご確認ください。 ホームページ https://kawamura-museum.dic.co.jp 

事業・収支報告  

◇2021 年度決算のあらまし（佐倉市よりの受託事業を含む） 
 

収入の部                  支出の部 

基本財産運用収入 2,954,014            事業費         7,215,747 

会費収入      403,000         管理費         1,428,944 

事業収入     5,067,500         経常費用計       8,644,691 

雑収入         6,185           

寄附金 他     146,333 

経常収益計    8,577,032       当期一般正味財産増減額  △67,659 

当基金は運営ボランティアの皆様と

賛助会員様のご理解とご協力の元に

運営しております。 

ご支援賜り厚くお礼申し上げます。 

心より感謝致します。 


